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Ⅰ．全体総括 

はじめに 

当機構が担う事業は下段の１.事業に掲げる 4 事業であるが、設立 16 年目の令和 7 年度は、(1)担い

手経営改善支援事業の中で「農業経営支援事業（プロ農業応援事業）」を、(2)後継者育成支援事業の

中で「経営継承対策支援事業」を新規事業・重点化事業として実施した。 

(3)農地集積事業においては、法改正により令和７年３月末で農地相対契約の新規契約と契約更新が

廃止され農地中間管理契約へ一本化されたことにより、契約件数が昨年度の 2 倍以上に急増したため

臨時職員を増員して対応した。 

また、(4)経営所得安定対策支援事業（水田協事務局事務）においては、宗像市派遣の臨時職員と機

構雇用の臨時職員で、8 月豪雨により被災した農地への現地確認等に対応した。 

 

１．事 業 

（1）担い手経営改善支援事業 

宗像市・福津市の認定農業者協議会、宗像地区集落営農組織連絡協議会に対する各種研修会、

視察、意見交換会等により、農業経営体の経営改善を支援した。 

新規事業として、農家の経営力向上を目的とした「プロ農業応援事業」を実施した。宗像市、福

津市の８農業経営体に対し、トヨタ自動車㈱アグリバイオ事業室による「トヨタ生産方式“カイゼ

ン”」を導入し、整理・整頓による作業性向上、工程見直し、手順書作成など 22 のモデルケース

を得ることができた。今後は、そのモデルケース普及活動に力を注ぐ。 

 

（2）後継者育成支援事業 

むなかた地域農業支援会議の開催、新規就農相談への対応、女性農業者支援を行った。また、

新規事業として、「むなかた版 経営継承支援事業」に着手した。 

 

（3）農地集積事業 

農地中間管理事業は、宗像市と福津市が福岡県農業振興推進機構から受託した事業で、当機構

は、両市委託料の全額融通を受けて業務を執行しているもの。 

農地相対契約の口座振替業務は、法改正により農地相対契約の新規契約と契約更新ができなく

なったことを受けて令和 7 年度分の口座振替をもって終了したが、農地利用集積円滑化事業にお

ける口座振替業務は令和 11 年度分まで残る見込みである。 

 

（4）経営所得安定対策支援事業 

宗像地域水田農業推進協議会（水田協）の事務局事務は、宗像福津両市が福岡県から受けた「経

営所得安定対策等推進事務費補助金」を当機構が受け、次の三つの事業を実施しているもの。 

〇水田収益力強化ビジョンを策定 

〇水稲生産実施計画書作成及び現地確認等  

〇経営所得安定対策事業に係る各種交付金の申請事務 
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Ⅱ．事業活動の概要 

 

１．担い手経営改善支援事業   

 

（1） 両市の認定農業者協議会事務局事務   

 

①宗像市・福津市合同事業 

・合同視察研修会（1/22～23 宗像市 16 名 福津市 5 名） 

内容 1) 響灘菜園(北九州市若松区)；施設園芸先進地の視察  

2) 液肥化製造施設(築上町)；し尿から有機肥料を製造する施設を視察 

3) 農地基盤整備事例(宇佐市)；低コスト化水田農業の実践地の視察 

   ⇒「農地基盤整備」が宗認協の意見交換会のテーマとなった。 

 

・合同研修会（2/26  JA むなかた本店 宗像市 20 名 福津市 12 名） 

内容 1）農業機械のメンテナンス講習  講師；クボタ九州アグリサービス 鍬田 衛 

2）VR 体験農業機械安全講習    講師；当機構 秋庭 広大 

  

②宗像市認定農業者協議会      

・全体研修会（11/12 会員 32 名） 

       会場；JA むなかた GC 本店前会議室 

内容；水稲の高温対策について  講師；福岡県農林業総合試験場 高田 元気 氏 

 ⇒ 32 名の水稲農家が参加(満員)。品種、農薬、中干しに関する質問が多数を占めた。 

 

・農政関係者との意見交換会（2/5 農政関係者 10 名 協議会 20 名） 

         会場；JA 本店 302 会議室  テーマ；「基盤整備」 

        ゲスト；森部 忠彦（古賀市小野土地改良区事務局 事務局長） 

         ⇒ 取りまとめた資料は、総会において会員全体に共有 

 

  ・LINE を活用した情報発信 

認定協の LINE 公式アカウントを導入し、行政、普及センター、県認協事務局から

の情報を即時発信。会員登録を進め、通信費の削減を図る (LINE 登録率は 52%)。 

     

③福津市認定農業者協議会  

・福津の仕事人（9/2 福津市認定農業者 2 名による出張授業 主催；福津市商工会） 

     会場；福間中学校  内容；「仕事のやりがい」「農業を選んだ理由」 

 

・ふくつほほえみグループ事業  

視察研修（10/3 ほほえみグループ 10 名） 

  内容；「道の駅うきは」「JA 大分大山町農協 木の花ガルテン」 

 

研修交流会（12/11 福津市中央公民館 ほほえみグループ 9 名） 

   内容；ことだま文字アート 講師；藤木 三奈未 
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   ④福岡県認定農業者組織連絡協議会 

・総 会（7/9 宗認協３名、福認協４名） 会場；福岡サンパレスホテル 

 

・現地視察研修会（10/28 宗認協 1 名、福認協 1 名） 会場；久留米市内 2 ヶ所 

内容；JGAP 認証農場（施設野菜） 

全国優良経営体表彰の有限会社（米、麦、キャベツ） 

 

・パートナー研修会（11/27 福認協 1 名） 会場；福津市 

内容；地域の 6 次産業化事例視察と情報交換会 

 

・トップセミナー（12/4 宗認協 3 名） 会場；福岡国際会議場） 

内容；事例発表、情報提供 

 

     ・福岡県農林水産部長との意見交換会（2/5 宗認協 3 名） 会場；福岡国際会議場 

 

・４回の理事会に出席  理事；宗認協（山下 隆広）、福認協（花田 泰子） 

 

（2）経営改善計画に関する面談等への参画 

認定農業者の新規・更新について両市から要請があった都度、面談、アドバイスに参画 

・認定審査会と事前指導；宗像市 31 件、福津市 12 件 

 

（3）集落営農組織等への支援  

宗像地区集落営農組織連絡協議会 事務局事務 

協議会構成法人；７法人 

(農)冨地原アグリサポート (農)田島 (農)のさか (農)日の出 

(農)みろくの里平等寺 (農)曲 (農)ゆがわ 

 

・研修会① 8/ 1 内容；どうすれば地域農業と農地を次世代に引き継ぐことができるか 

              ⇒ 中森農産㈱による地方農事組合法人の再生 

・研修会② 8/21 内容；集落営農法人リーダー研修 

⇒ 法人間の連携→合同→合併で生き残り 

・視察研修会 1/30～31 山口県 

参加；7 法人から 12 名＋普及センター係長 1 名、事務局 1 名 

内容；農事組合法人あいさいの里（柳井市）…女性・若手 21 人雇用して黒字経営 

               ⇒ 雇用と黒字の秘訣は、通年作業の確保すること。 

特にアスパラガスなどの高収益作物は有効。 

小野田工業㈱小野田工場（山陽小野田市）…肥料、飼料の製造工程 

永山本家酒造場（防府市）…超地酒（地元の農地+水+杜氏）を目指して 

 

・意見交換会 12/10 （14 名（7 法人×2 名）） 

内容；法人及び構成農家の経営継承について 

 

（4）プロ農業応援事業【新規】  

 ＜事業概要＞ 

  高齢化の進行で地域の農業者の減少が予想される中、少数経営体でむなかた地域の農業を持続させるに

は「１経営体あたりの効率アップが重要」と仮定し、農作業現場へのトヨタ生産方式の導入を行った。 

  詳細は【別添１】参照 
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２．後継者育成支援事業  

 

(1)新規就農者育成支援事業 

 ①新規就農相談対応 

相 談；15 件（相談カードベース）  

年代別；10 代(0 名) 20 代(1 名) 30 代(7 名) 40 代(6 名) 50 代以上(1 名)  

住居別；宗像市内(4 名) 福津市内(6 名) 両市外(5 名) 

 

【参考】新規就農相談件数の推移（令和 5～7 年度） 

年 度 新規就農相談(件) 親元就農相談(件) 第三者継承相談(件) 

令和５年度 44 3 2 

令和６年度 21 2 1 

令和 7 年度 13 1 1 

 

②むなかた地域農業支援会議の開催 （6/9、7/16、10/2） 

   メンバー；北筑前普及指導センター、JA むなかた営農企画課、宗像市農業委員、 

福津市農業委員、宗像市農林水産課、福津市農林水産課  

   

協議事項；情報共有（研修生、就農相談者、新規就農者等）、経営継承支援事業、 

むなかた地域新規就農研修事業の今後の方針、プロ農業応援事業、ほか 

 

視察研修 （7/16 12 名） 

座学；経営基礎研修 （講師；中村 純治（純経営コンサルオフィス）） 

視察；株式会社 川村（鞍手郡小竹町）「経営効率化の取り組み（整理・整頓）について」 

⇒ 〇兄弟で親元就農 〇個人経営を株式会社化 〇人件費を抑える 〇従業員１人 

〇スポット雇用なし 〇農作業は兄弟で分担 〇休暇はしっかり取る 

〇整理・整頓でムダのない経営 

⇒ ㈱川村の経営は、プロ農業応援事業(トヨタ生産方式カイゼン)の参考となった。 

参加；普及センター(2 名)、JA むなかた(1 名)、宗像市農業委員(1 名)、機構(3 名) 

福津市農業委員(1 名)、宗像市農林水産課(2 名)、福津市農林水産課(2 名) 

 

③むなかた地域新規就農研修事業 

 ・10 期生（修了生；松井 祐太朗 研修期間；令和 5 年～7 年）  

   品目；イチゴ  就農日；7/1  経営面積；0.2ha  就農地；宗像市名残 

・普及指導センター・JA・機構職員でハウス組立て等を支援 

  

④経営継承支援事業【新規】  

 ＜事業概要＞ 

  高齢化の進行で地域の農業者の減少が予想される中、農業者数の減少に歯止めをかけるため、

経営継承を検討する経営体が継承を円滑に進められるよう支援を行う。 

具体的には、ヒアリング情報を受けて「経営継承計画書」を共同で作成することにより、現状

把握及び課題整理を行う。 
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前年比２倍増 

＜取り組み概要＞ 

  ・対象者選定のためアンケート調査を実施（4～6 月） 

    対象者；両市認定協(会員全員)、宗像地区集落協(各 2 名の代表者)  回収率 60％程度 

・対象者選定（７月） 現経営者の年齢や後継者候補の有無等により対象者を選定 

・個別ヒアリング及び経営継承計画策定（8 月～） 

    

＜実績＞ 

  ・ヒアリング対象者 5 名に対し、9 回のヒアリングを実施 

 

＜問題点と今後の課題＞ 

・事業の認知度が低いため、ヒアリングに応じる農業者は少なかった。 

・対象者を認定農業者以外に拡大しなければならない。 

・後継者候補のない農業者と継承希望者のマッチング実施 

・農業用機械の査定や税に関しての専門的知見が必要 

 

(2)女性農業者育成支援事業 

  「菜の花会」事業支援   

7/14 視察研修会（道の駅うきは、体験農園 BlissFarmMinou）参加者 12 名 

12/4 研修交流会 参加者 7 名  内容；花の寄せ植え 講師；辻野 美穂 

 

(3)青年農業者育成支援事業    

事務局の北筑前普及指導センターから、4H クラブは令和 7 年度の活動は行わない旨の報告があ

ったため、助成金を支出しなかった。 

さらに、4H クラブ代表者が普及センター職員と共に機構を訪れ、「次年度以降、4H クラブは活

動を休止する」と宣言（令和 8 年３月）。 

 

３．農地集積事業  

（1）農地中間管理事業 

 

① 農地中間管理事業受託業務 

      【事業の周知活動】 ・随時、機構ホームページに「貸出希望農地」を掲載 

 

【契約事務】 

令和 7 年度農地中間管理事業契約の締結数 

（令和 7 年４月～令和 8 年 3 月利用権設定） ※変更認可分は含まない 

市 契約筆数(筆) 契約面積(ha) 

宗像市 1,564 234 

福津市 511 75.4 

計 2,075 309.4 

 

                       

※参考（令和 6 年４月～令和 7 年 3 月利用権設定） ※変更認可分は含まない 

市 契約筆数(筆) 契約面積(ha) 

宗像市 723 116.9 

福津市 216 35.3 

計 939 152.2 
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【参考】  農地中間管理事業 契約締結実績（年度別）    ※変更認可分は含まない 

市町村 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和 7 年度 

筆数 面積（ha） 筆数 面積（ha） 筆数 面積（ha） 筆数 面積（ha） 筆数 面積（ha） 

糸島市 559 101.1 809  170.1 706  110.1 682  136.8 1,907 391.5 

福岡市 30 3.9 36  5.8 31  4.4 109  21.3 500 77 

古賀市 16 1.2 242  18.8 1  0.04 1  0.2 176 22 

宗像市 411 65.2 480  70.3 452  72.2 723  116.9 1,564 234 

福津市 125 19 200  34.3 241  36.2 216  35.3 511 75.4 

むなかた地域 536 84.2 680 104.6 693 108.4 939 152.2 2,075 309.4 

 

 

 

 

  
 

 

 

農地中間管理事業での集約面積推移（単位;ha）   

  宗像市 福津市 むなかた 福岡市 古賀市 糸島市 

令和元年 50 42 93 14 7 169 

令和２年 147 56 203 16 8 236 

令和３年 204 75 279 20 8 337 

令和４年 256 95 351 25 23 490 

令和５年 311 123 434 26 23 570 

令和６年 366 68 434 46 23 662 
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集約面積にかかる中間管理契約の集約率 

  総耕地面積 集積面積 
集積面積 

（中間管理） 

集積面積 

（相対・円滑） 

集積面積にお

ける中間管理

のシェア 

宗像市 1,960ha 1,332ha 366ha 967ha 27.4％ 

福津市 1,140ha 573ha 68ha 504ha 12.0％ 

むなかた地域 3,100ha 1,905ha 434ha 1,471ha 22．8％ 

 

 

 

 
 

 

中間管理契約

14%

相対・円滑化契約

47%

自作地等

39%

総耕地面積における中間管理契約の集約率
（むなかた地域全体）
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② 遊休農地解消緊急対策事業 

概要；担い手への農地の集積・集約化を円滑に進めるため、農地中間管理機構が候補農地を 

借り受け、中間保有したのちに新規就農者に貸し付けるもの 

     実績；R７年度は対象案件なし 

 

③ 就農用農地の一時保有 

概要；新規就農者の農地確保を円滑に進めるため、農地中間管理機構が候補農地を借り受け

中間保有した後に新規就農者に貸し付けるもの 

実績；令和 7 年度実績なし    ※参考 令和 6 年度も実績なし    

   

④ 業務量増大に伴う農地中間管理事業の人員不足について 

本業務には、当機構の派遣・出向職員 1 名に加えて、0.5 人役の臨時職員 1 名（令和７年度

は 2 名）を充てている。業務量としては、令和７年度をもって農地相対契約の新規契約と更新

契約が廃止されたことで農地中間管理契約への一本化が加速し、令和 8 年年度の契約件数は令

和７年度を上回ることが見込まれる。 

更に、本業務は契約事務以外にも、下段⑤記載のとおり、農地マッチング業務（相談業務と

現地に出向く業務）も加わるため、本業務の人員不足が懸念される。 

 

⑤  大規模農家の離農・規模縮小に伴う農地のマッチング 

対象 筆数 面積(ha) 備考 

阿部 政道 22 2.7 深田地区(牟田尻・江口含む)撤退 

吉田  弘 41 4.4 今年度を最後に離農 

安部 博文 53 7.8 今年度を最後に離農 

白木 晋平 17 2.6 田久・陵厳寺(安部氏離農分)拡大に伴い東郷地区撤退 

(農)ゆがわ 24 4.2 樋口芳明氏死亡による返還及び耕作者変更 

(株)神内ファーム 21 5.4 相原地区の耕作（新規契約） 

 

（2）農地利用集積円滑化事業（農地所有者代理事業） 

令和 2 年３月末に廃止されて以降、円滑化事業の更新は農地中間管理事業での契約に移行す

ることとなった。 

（令和８年 3 月末時点での残り契約数） 

 契約筆数（筆） 

令和 6 年度残 ⇒ 令和 7 年度残 

契約面積（ha） 

令和 6 年度残 ⇒ 令和 7 年度残 

宗像市 35   ⇒    28 6.4   ⇒   5.8      

福津市 26   ⇒    26 3.4   ⇒   3.4      

計   61   ⇒    54 9.8  ⇒   9.2      

※最長で令和 11 年まで農地利用集積円滑化事業での利用権設定契約は残ることから、 

 下段(3)の口座振替業務も残る可能性がある。 

 

(3) 相対契約口座振替業務  

 

①令和７年度 相対農地賃借料口座振替額 

【耕作者口座からの引き落とし】 

引落件数(件) 賃借料(円) 管理料(300 円/筆)等 振込手数料(円) 引落手数料(円) 引落総額(円) 

118 10,741,583 303,095 71,005 12,980 11,228,663 

             

【地権者口座への入金】 

振込件数;371 件（地権者）  振込金額;10,840,813 円  

※内 1 件(1 筆、8,504 円)は地権者死亡⇒相続人不明⇒振込不能⇒耕作者へ賃借料を返却 
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②相対契約口座振替業務の終了について 

・令和 8 年度以降の口座振替業務は廃止 ⇒ 口座振替終了の案内文書を対象の耕作者と地権者

に対し 2 回送付した。※「令和 7 年 3 月」と「令和 7 年度分の振替通知・振込通知発送時」 

 

・農地中間管理契約へ移行しなければ、農地の賃借料について当事者間でやり取りすることとな

るが、令和 7 年度末時点での移行件数は微増程度に留まった。 

 

・令和 8 年度は、例年の口座振替時期（11~12 月）に問い合わせが増加し、農地中間管理契約へ

の移行希望者が急増する見込みである。 

 

４．経営所得安定対策支援事業  

〇 水田収益力強化ビジョンの策定 

(1)第 73 回総会(5/29 開催)にて承認 → 九州農政局承認（9/22） 

 

(2)令和 7 年度主食用水稲作付け実績 

市 目標面積(ha) 作付面積(ha) 結果 

宗像市 753.9 868.5 +114.6 

福津市 473.8 548.6 +74.8 

計 1,227.7 1,417.1 +189.4 

※加工用米として出荷した面積は、作付面積から除く 

※新規需要米（米粉用米・飼料用米）・酒造好適米は、作付面積に含まれない 

※米価高騰による主食用水稲作付け増加（新規需要米・加工用米作付け減少） 

 

〇 耕作地調査・水稲生産実施計画書（地目 田） 

令和 7 年度 宗像市 福津市 他県市区町村 計 

調査対象人数 999 676 19 1,694 

筆数 10,213 6,543 109 16,865 

面積(ha) 1,423 832 13 2,268 

※集落推進員による集落内配布だが、集落に属さない管内農業者もあり。 

推進事務費削減のため、集落に属さない農業者へは臨時職員による戸別配布 

 

〇 経営所得安定対策 

交付申請受付(6/17-20) 総申請者数 195 名（前年比▲37 名） 

（減少の要因） 

主食用米価格高騰による主食用水稲の作付けが増加したこと。 

転作作物である「新規需要米・加工用米」の作付けが減少したこと。 

 

※申請受付日前に準備が整ったため、6/9 水田協公式 LINE へ受付案内を流し、6/9-13 で受付し、

この期間中に 62 名/195 名の申請を受付 
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〇 水田利用状況調査 

年度 確認期間 市 確認筆数 延べ出役人数 延べ確認時間 備 考 

R7 

8/18-22 

大豆緊急調査 

宗像市 1,081 ― ― 豪雨災害による大豆被害調

査(水田協職員のみで実施) 

勤務時間内での確認 

福津市 70 ― ― 

計 1,151 ― ― 

8/26-29 

9/29 大島 

宗像市 3,452 18 ― 確認期間前に事務局のみで

全体 7 割確認 

関係機関の負担（出役）を

必要最小限に留めた 

福津市 2,795 23 ― 

他市町 5 ― ― 

計 6,252 41 ― 

R6 

8/6-9 

8/13-21 

8/21 大島 

宗像市 3,254 229 2,338 確認筆数が少ない集落につ

いては、関係機関で確認 福津市 2,673 187 1,785 

他市町 5 ― ― 

計 5,932 416 4,123 

R5 7/31-8/4 

宗像市 3,317 282 2,965 全集落農業者の出役あり 

福津市 2,777 228 2,010 

他市町 5 ― ― 

計 6,099 510 4,975 

※8/9-12 に発生した豪雨災害により、両市からの現地確認応援派遣職員を中止（災害復旧対応のため） 

※令和 7 年度は、全集落から出役を廃止 

※8-10 月の間、宗像市から会計年度任用職員 1 名の派遣を受け、転作ほ場の現地確認に従事。 

期間満了後は、畑地化事業の“産地づくり体制構築支援事業”を活用し、次年 3 月まで雇用。 

※令和 7 年度から、集落からの出役を求めないため確認時間に要した集計は行っていない 

 

〇 5 年水張りルール (ほ場確認は、水張り[前]と[後]の 2 回） 

年 度 市 申請者 確認筆数 面 積(ha) 

R7 農業者から水張り連絡なし 

R6 

宗像市 9 33 3.98 

福津市 5 31 3.97 

計 14 64 7.95 

R5 

宗像市 3 4 0.58 

福津市 4 5 0.51 

計 7 9 1.09 

 

※令和 7 年 1 月 31 日の衆議院予算委員会で表明、『2027 年度以降「5 年水張りの要件は求めない」』 

但し、25・26 年度は、土壌改良資材の散布など連作障害を避ける取組を要件に交付対象とする。 

※令和 8 年 3 月の水稲生産実施計画書配布時に、農地保有者（地目 田のみ）に令和 4～7 年度までの

ほ場利用状況（作付け作物・自己保全農地等）を配布（前回は令和 5 年配布） 

※連作障害に対する取組については、むなかた地域農業活性化機構 HP 内（様式集）に様式を用意 

今のところ、事務局として提出は求めないが、国もしくは県から要請があれば提出を案内し、速やか

に提出できるよう各自保管しておくことを農業者へ通知 
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〇 畑地化促進事業 

年度 市 申請者 確認筆数 面積(ha) 

R7 

宗像市 2 13 2.25 

福津市 5 23 2.11 

計 7 36 4.36 

R6 

宗像市 ２ 25 3.49 

福津市 ０ 0 0 

計 ２ 25 3.49 

R5 

宗像市 １ 5 1.37 

福津市 １ 2 0.20 

計 ２ 7 1.57 

※事務局は、①定植(は種)前 ②生育期 ③収穫期の必須確認とは別に、不定期に全ほ場を巡回 

 

 

【交付金返還】 

（返還理由） 

借地である農地を耕作者が適正管理をしないことによる農地の返却結果、支援開始年から 5 年

間継続して高収益作物の作付け・販売という要件を満たさないため、交付金返還が発生した。 

返還対象者 藤原 絹代 

交付年度 

(支援開始年) 
令和 6 年度 令和 7 年度 計 

交付金額 4,173,000 円 2,620,000 円 6,793,000 円 

返還額 643,500 円 66,000 円 709,500 円 

※令和 8 年 5 月返金（国から納入告知書を申請者へ送付との連絡あり） 

 

 

〇 令和 7 年度経営所得安定対策等交付金【確定】 

交
付
金 

令
和
七
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策
等 

項 目 交付金（円） 

① 畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策） 154,734,636 

② 水田活用の直接支払交付金 249,080,206 

A.戦略作物助成（国・基幹作） 131,131,106 

B.産地交付金（産地設定） 73,039,000 

C.産地交付金（福岡県追加配分） 0 

D.産地交付金（福岡県設定） 44,910,100 

③ 畑地化促進事業 6,421,000 

④ 都道府県連携型助成 21,200 

令和７年度交付金総額 

（前年度） 

410,257,042 

（418,879,138） 
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交付金 

種別 
項目 交付作物 

交付 

決定日 

交付単価 

(円)/10a 
市 

交付面

積(ha) 

交付金額

(円) 

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金(

ゲ
タ
対
策) 

面積払 

麦 8/2 

20,000  

宗像 224.11 44,822,000 

福津 
小麦 129.91 25,982,000 

大麦＊ 5.31 1,062,000 

大豆 11/26 
宗像 138.64 27,728,000 

福津 10.38 2,076,000 

面積払計 101,670,000 

数量払 

麦 10/22 
品質・ランク 

免税・課税 

で交付額が

異なる 

宗像 23,701,145 

福津 
小麦 28,576,219 

大麦＊ 656,736 

大豆 4/22 
宗像 130,536 

福津 0 

数量払計 53,064,636 

① 畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）総計  154,734,636 

＊ 福津市生産者 1 名・・・三友商事を通じ大麦を出荷（用途；ビール用麦以外） 

 

交付金種別 項目 交付作物 交付決定日 交付単価(円)/10a 市 交付面積(ha) 交付金額(円) 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金 

Ａ
．
戦
略
作
物
助
成 

(

国
・
基
幹
作) 

麦 

12/10 

35,000 円 

宗像 21.94 7,679,000 

福津 20.55 7,192,500 

大豆 
宗像 166.78 58,373,000 

福津 15.40 5,390,000 

飼料作物 
宗像 12.68 4,438,000 

福津 1.02 357,000 

加工用米 20,000 円 
宗像 11.67 2,334,000 

福津 8.70 1,740,000 

WCS 用稲 

12/10 

80,000 円 
宗像 20.50 16,400,000 

福津 12.02 9,616,000 

米粉用米 

（面積先払い） 

55,000 円 

 (505kg/10a-150kg)を超え

る生産者のみ先払い※超え

ない場合は年明け一括払 

宗像 4.54 2,497,000 

福津 0 0 

飼料用米 

（面積先払い） 

宗像 13.87 7,628,500 

福津 0 0 

米粉用米 

（数量払い） 

12/10 

福島園 

収量に応じて 

55,000~105,000 円 

（面積払いの差額分） 

※福島園は自社販売の

ため、年内一括払い 

※面積先払いにならな

い農業者は一括払い 

宗像 1,524,310 

福津 0 

1/16 

宗像 1,621,022 

福津 0 

飼料用米 

（数量払い） 

宗像 4,340,774 

福津 
0 

A.戦略作物助成 計 131,131,106 
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交付金 

種別 
項目 交付作物 

交付 

決定日 

交付単価 

(円)/10a 

(追加配分後単価) 

市 交付面積(ha) 交付金額(円) 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金 

Ｂ
．
産
地
交
付
金
（
む
な
か
た
地
域
独
自
） 

高収益作物 

担い手助成 

3/11 

10,000 円 

(12,000 円) 

宗像 33.99 4,078,800 

福津 42.08 5,049,600 

畑作物担い手助成 

※小麦（二毛作） 

認定・認定新規 

3,000 円 

(4,000 円) 

宗像 208.98 8,359,200 

福津 117.82 4,712,800 

麦二毛作助成 
6,000 円 

(7,000 円) 

宗像 350.15 24,510,500 

福津 156.10 10,927,000 

飼料作物助成 

（二毛作） 

15,000 円 

(18,000 円) 

宗像 14.32 2,577,600 

福津 0 0 

新規需要米 

取組助成 

18,000 円 

(28,000 円) 

宗像 19.20 5,376,000 

福津 0 0 

WCS 用稲 

耕畜連携助成 

9,000 円 

(11,000 円) 

宗像 20.50 2,255,000 

福津 12.02 1,322,200 

加工用米 

取組助成 

※作付 10a 以上 

16,000 円 

(19,000 円) 

宗像 11.67 2,217,300 

福津 8.70 1,653,000 

B.産地交付金（産地設定）計 73,039,000 

交
付
金 

水
田
活
用
の
直
接
支
払 

Ｃ
．
産
地
交
付
金 

（
県
追
加
配
分
） 

新市場開拓米 

取組拡大助成 

― 20,000 円 

宗像 0 0 

福津 0 0 

そば担い手助成 

※認定・認定新規 

宗像 0 0 

福津 0 0 

地力増進 

作物助成 

宗像 0 0 

福津 0 0 

C.産地交付金（県・追加配分）計 0 

交
付
金 

水
田
活
用
の
直
接
支
払 

Ｄ
．
産
地
交
付
金 

（
福
岡
県
設
定
） 

 

麦二毛作助成 

3/11 

5,000 円 

(7,000 円) 

宗像 33.28 2,329,600 

福津 0.54 37,800 

麦二毛作助成 

※すき込み/わら提供 

7,000 円 

(9,000 円) 

宗像 316.84 28,515,600 

福津 155.54 13,998,600 

大豆生産性 

向上助成 
7,500 円 

宗像 0 0 

福津 0.38 28,500 

D.産地交付金（福岡県設定）計 44,910,100 

② （A+B+C+D）水田活用の直接支払交付金 総計 249,080,206 
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交付金 

種別 
項目 交付作物 

交付 

決定日 

交付単価(円) 

/10a 
市 

交付面積

(ha) 

交付金額 

(円) 

畑
地
化
促
進
事
業 

定着促進支援 

(R5 年度分） 

高収益作物 

（野菜・花き） 

3/12 

20,000 円 
宗像 3.16 632,000 

福津 0 0 

定着促進支援 

(R6 年度分) 
20,000 円 

宗像 1.37 274,000 

福津 0.20 40,000 

畑地化支援 

(R7 年度分) 
105,000 円 

宗像 2.21 2,320,500 

福津 2.09 2,194,500 

定着促進支援 

(R7 年度分) 

20,000 円 
宗像 2.21 442,000 

福津 1.09 218,000 

高収益作物 

（加工野菜） 
30,000 円 

宗像 0 0 

福津 1.00 300,000 

③ 畑地化促進事業 総計 6,421,000 

連
携
助
成 

都
道
府
県 

県産米粉用米の 

生産拡大支援 
米粉用米 3/11 4,000 円 

宗像(1 人) 0.53 21,200 

福津 0 0 

④ 都道府県連携助成 総計 21,200 

※水田活用の直接支払交付金 『B 産地交付金（産地設定）』について、当初配分 63,840,000 円から 

＋10,605,000 円の追加配分があり、水田収益力強化ビジョンの「追加配分を受けた場合の調整方法」

に従い、（ ）内の金額に交付単価を修正した（上段は当初単価）。 

あわせて、『D 産地交付金（福岡県設定）「麦二毛作助成」』についても単価変更あり 

 

〇 LINE を活用した経営所得安定対策等の情報発信 

令和 6 年度から導入（2 年目） 

交付申請の案内や国からの補助金等の情報、また自然災害・鳥獣害発生時の対応を水田協から登録者

（87 名※令和 8 年 3 月末時点）へ発信（令和 7 年度は、計 13 回の情報発信） 

※新規加入者の掘り起こしは、毎年度交付申請受付時にチラシ配布とともに事務所来訪時等に声掛け

を実施 

 

 

 
５．その他事業   

 

（1）農業功労賞表彰 

   表彰式；11/12  

会 場；宗像市役所 103B 会議室 

   受賞者 【宗像市】 山口 義嗣   （追賞）故清水 正博  （追賞）故樋口 芳明 

       【福津市】 藤原 信行   井ノ上 清和・礼子 

   今後の選考方針 

受賞者の選考（選考委員会）にあたっては、表彰要領第１条のとおり、むなかた地域の農業に

「功労と功績があった農業者」を表彰するものであることから、“表彰者の人数” “個人の部か団

体の部か” “宗像市か福津市か”等にとらわれることなく選考することを確認した。 
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（2） 直販所振興支援 

直販 5 施設（①道の駅むなかた ②JA むなかた農産物直売所ほたるの里 ③かのこの里  

④ふれあい広場ふくま ⑤あんずの里市）への支援 

・出荷者向け研修会 8/21 

内容；農産物を守る鳥獣害対策 

売れる仕組みをつくる！農産物直販所の戦略 

・経営力強化研修会 12/5  

内容；農産物直販所の運営と売上向上について 

 

 

 

Ⅲ．業務管理の概要  

 

１．理事会 開催 3 回 

 

（１）令和 7 年 5 月 23 日 会場 JA むなかた本店 201 会議室 

第１号議案 令和 6 年度事業報告、決算及び監査報告について 

（２）令和 7 年 11 月 14 日 会場 JA むなかた本店 201 会議室 

報告事項 令和 7 年度上半期（4 月～9 月）事業報告について 

（３）令和 8 年 2 月 16 日  JA むなかた本店 201 会議室 

報告事項 1 令和 7 年度事業取り組み状況（４月～１月）について 

第１号議案 令和 8 年度事業計画（案）について 

第 2 号議案 令和 8 年度予算（案）について 

 

２．評議員会  開催 3 回（うち書面決議 2 回） 

 

（１）令和 7 年 4 月 1 日 （書面による決議）  

第 1 号議案 役員の選任について（髙山理事） 

 

（２）令和 7 年 5 月 28 日 会場  JA むなかた本店 101 会議室 

第１号議案 令和 6 年度事業報告、決算及び監査報告について 

 

（３）令和 8 年 2 月 24 日 （書面による決議） 

報告事項 1 令和 7 年度事業取り組み状況（４月～１月）について 

第１号議案 令和 8 年度事業計画（案）について 

第 2 号議案 令和 8 年度予算（案）について 

 

３．登 記 

・辞任 令和 7 年 3 月 31 日   

（理 事） 宮原 栄介 

・就任 令和 7 年 4 月 1 日    

（理 事） 髙山 康和 
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４．在勤者数 

 

事務局長 （業務執行理事) 1 名 

事 務 長 （嘱託職員） 1 名 

事務局員 （正規職員） 3 名 

事務局員 （宗像市から派遣） 1 名 

事務局員 （福津市から派遣） 1 名 

事務局員 （JA むなかたから出向） 1 名 

事務局員 （臨時職員） 7 名 

事務局員 （臨時職員 JA むなかたから出向） 1 名 

計  16 名 

 

  特記事項 

(1) 宗像市から臨時職員 1 名(A)派遣（水田協業務従事）R7/8/1～10/31（3 ヶ月） 

 

(2) (A)を臨時職員(0.5 人役)として雇用（水田協業務従事）R7/11/1～R8/3/31（5 ヶ月） 

 

(3) 育児休業取得 宗像市派遣職員 1 名 R7/12/20～R8/1/19、1/30～2/13（1 ヶ月半） 

 

(4) 育児休業取得 福津市派遣職員 1 名 R7/12/31～2/28（2 ヶ月） 

 

(5) (3)(4)の育休代替職員 福津市から 1 名(B)派遣(農地中間管理業務従事) R8/1/4～2/28（2 ヶ月） 

 

(6) (B)を臨時職員(1 人役)として雇用（農地中間管理業務従事）R8/3/1～3/31（1 ヶ月） 

※(B)は R8/4/1 から臨時職員(0.5 人役)として機構が雇用（農地中間管理業務従事） 

 

 

 

５．その他 

給料・賃金の見直し 

(1) 職員給料のベースアップ（平均 3.4%⇧） 適用開始日；令和 8 年 4 月 1 日（遡及なし） 

(2) 臨時職員の時給底上げ  両市の臨時職員(会計年度任用職員)の時給に合わせる 

   


